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１ 実践の目的 
本校では、令和４年度から令和６年度ま

で「考えを伝え合い、学びを深め合う児童の

育成」を研究テーマとして研究を進めてき

た。「学びの深まり」を実現するための指導

の工夫改善を繰り返してきたことで、自分

の考えを再考・熟考したり、振り返りの中で

日常生活に生かせることを積極的に考えよ

うとしたりする姿が見えてきた。一方で、児

童が取り組んでみたいと思える学習課題が

設定できていないことや、児童同士の関わ

り合いの中から学びを深めたり、再び問い

を生み出したりしていくことなどに課題が

見られた。そこで今年度は、総合的な学習の

時間と生活科の授業を窓口として「やりた

い、取り組みたい、学びたい、考えたい、伝

えたい、話し合いたい、聞いてみたい」など

といった児童が前のめりに学習に取り組も

うとする姿や、自ら「問い」を見出し、課題

解決に向けて追究・探究しようとする姿を

めざして研究を進めることとした。 

 

２ 実践の内容 
（１）児童にとって魅力のある課題設定 

 本実践においては、児童一人ひとりが学

習への意欲を高め、主体的に取り組めるよ

うにするために、課題の設定を工夫した。ま

ず、児童の日常生活や身近な地域の出来事

と関連づけ、学びの意義を実感できるよう

にした。また、児童が「自分ごと」として捉

えられるよう、問いかけの形で課題を提示

するなど、答えが一つに定まらない探究的

な内容とした。さらに、課題解決の見通しを 

もつ場面では、児童自身が「なぜだろう」「も

っと調べたい」と思えるような資料や具体

的事例を提示し、学習への入口を魅力ある

ものにするように意識してきた。 

総合的な学習の時間においては、児童が実

社会や実生活に向き合う中で、自ら課題意

識をもち、その意識が連続発展することを

重視している。そのため、児童の思考の流れ

をストーリー化（図１）してイメージし、学

習対象との関わり方や出会わせ方などを、

教師が工夫してきた。特に、地域素材を活用

することは、自分たちの住んでいる地域の

新たな発見や、地域の人々との出会いを通

していろいろな生き方・考え方を知ること

につながる。また、地域に愛着が生まれ、地

域をよりよくしようとする心を育むことが

できるため、課題解決の過程においても大

切にしていく。 

図１ 課題設定のストーリー 
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ごみを減らしたい 

なぜ？ 

ごみは環境に悪いから 

そもそも環境って何？ 

ごみは環境に悪いの？ 

環境は自然だけでなく身の回りのこと全部 

ごみは環境によくないと思うけど・・・ 
じゃあ、ごみを出さなければよい？ 

それは難しいけど、 

減らすことや分別することならできる 

減らすためには？ 

無駄使い→もったいない 

できるだけ長く使う 

無駄使いをして、「もったいない」と思うことは？ 

いろいろな場所のもったいないごみを探してみたい 

もったいないことってごみの問題だけ？ 

電気や水、エネルギーのことも環境なんだ 

他にも「もったいない」ことがあるんじゃないかな 

もったいないって何だろう？ 

ものを大切にしようと思う気持ち 

もったいない 

  

南足柄市のごみの減量化の 

啓発紙芝居の読み聞かせ 

「もったいないばあさん」 

の絵本の読み聞かせ 

（社会科「ごみはどこへ」の学習のまとめ 

と足柄環境保全への見学の振り返り 

）） 

学校給食の残量調査 

学校の紙の使用量 

本時：身近な「もったいない」こと 

   について友だちと話し合おう 

環境フェアの振り返り 

もったいない探し（食品・水・電気・物） 
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（２）問いの変容と問いの連続性 

児童が課題解決に向けて生み出した「問

い」を学習の進展に応じて、広げたり深めた

りしながらつなげていくことで、児童の学

習意欲は持続し、資質・能力の育成につなが

ると考えた。 

４年生の総合「環境：もったいないから始

めよう」の授業を例に挙げると、児童はまず

「電気をつけっぱなしにするとどうなるの

か」「水を流しっぱなしにするのはなぜよく

ないのか」といった身近な事実に基づく問

いをもった。次に、教師の問い返しや友達と

の話合いなどを通して、「どのぐらいもった

いないのか」「それを続けたらどうなるのか」

と視点を広げ、数字や具体例に置き換えて

考える問いへと発展した。さらに、全体での

交流を通して「なぜ『もったいない』ことが

起こるのか」「自分たちにできる工夫は何か」

という実践的な問いへとつながった。最後

に、「もっと調べたいこと」「これからやりた

いこと」といった次の展開に向けた問いへ

と再設定され、探究を持続させる見通しを

もつことができた。総合的な学習の時間に

おいては、このように問いが変容し連続し

ていくことで、児童は課題を自分ごととし

て捉え、生活や社会に生かせる学びへとつ

なげていくことができる。 

 

３ 実践の成果と課題 
研究テーマである「子どもの主体性を育

成する授業の創造」に関する児童の意識や

捉え方を、数値化したデータから把握・分析

して日々の授業改善に生かしたいと考え、

全校児童に対して６月にアンケート調査を

実施し、ほとんどの項目で７割以上の児童

が肯定的な回答をしていた。 

特に、総合的な学習の時間や生活科の授

業に関する項目の「身近なことに注目し、自

分なりの問いを見つけようとしていること」

「調べたり、見学・体験したりしたことを、

自分なりに整理・まとめをしようとしてい

ること」「学んだことを振り返り、新たな問

いをもとうとしていること」についても、７

割以上の児童が肯定的に捉えていた。これ

らのことから、自分の生活や地域に目を向

け、疑問や関心をもつ姿が見られ、自ら課題

を設定しようとする力が育ちつつあること

が分かった。また、情報を集めるだけでなく、

自分の言葉や表現でまとめる姿も多く見ら

れ、これまでの研究の積み重ねが思考力や

表現力の向上につながっていると考えられ

る。さらに、振り返りを通じて、学習を次の

課題へとつなげようとする意識が育まれて

おり、「問いの連続性」に基づいた学習の積

み重ねが成果として表れていると言える。 

このように、課題設定と問いの連続性を

重視した単元構成が、児童の主体性を育て

る上で一定の効果を上げていることが確認

できた。今後は、児童一人ひとりがさらに深

く学んでいけるような指導の在り方を検討

していく必要がある。 

 

４ 今後の展開 
今後も、児童から出てきた疑問を解決し

ていくという課題設定の工夫を積み重ねる

ことで、「分かった」「できた」「自分たちで

考えられた」「うれしい」「もっと知りたい」

「もっと考えたい」「友達の意見も聞きたい」

などのよいスパイラルが生まれ、児童自身

に学習の主体性が出てくることを期待した

い。また、課題解決に向かって主体的に追究

し、児童同士で話合い活動に取り組む過程

で、「そんな考えもあるんだ」「友達の考えを

聞いて、解決できた」「自分の考えが友達に

分かってもらえた」という喜びや達成感も

生み出していきたい。 


